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① 2023年 11月 1日【No.399】ふたかみニュース【プチトマト】 

■後援会入会及び更新の方々（敬称略） 

【2023 年 9 月】 

・山本富子                                ・・・・・・以上 5 口 

・船越音昭                            ・・・・・・以上 3 口 

・石田陽喜 妹尾睦子 出口哲夫                  ・・・・・・以上 2 口 

■寄付 

■ボランティア・・・・垣内秀夫様 垣内享太様 

■アルミ缶回収（9 月分） ・・・・㎏ 

このまちで暮らしたい 

 「 障害者生活耕房 」（グループホーム） 

◆ ◆ 

【口座番号】00950-3-225417  

【加入者名】社会福祉法人ふたかみ福祉会 
 

◆ ◆ 

【金融機関コード】9900 【店番】099 .【預金種目】当座  

【店名】〇九九店（ｾﾞﾛｷｭｳｷｭｳ店） 【口座番号】0225417 

 

◆2023 年度ふたかみ福祉会後援会入会、更新のお願い◆ 

法人では新しくグループホーム２ヶ所をたちあげました 

皆様の引き続き日中支援事業所や相談支援へのご支援をどうぞよろしくお願いいたします。 

【個人会費：1 口 3,000 円 団体会費：1 口 10,000 円】 郵便振替口座：００９４０－５－３２５８９４ 

④ 2023年 11月 1日【No.399】ふたかみニュース【プチトマト】 

定休日 毎週水曜／日曜 
 

休み  4日(土)、18日(土)、25日(土) 

 

  ※23日(木)は営業しています！ 
      

 

★インスタグラム★ 

cafe-hapibar.com 

お問い合わせ先 

072-958-3232 

11月の予定 

ありがとうございます。 

 社会福祉法人ふたかみ福祉会  

〒583-0841 大阪府羽曳野市駒ヶ谷 105 番地 1  TEL 072-959-3221 FAX 072-959-3264 

Email：futakami@kagayaku-inochi.com  https://kagayaku-inochi.com/company/ 

発行責任者：石本悦二  編集責任者：関口奈緒美 

 

 

ふたかみ福祉会後援会で古着市を開催します。ぜひ会場へお越しください。 

  

日時：2023年 11月 11日(土)10：00～13：00 
 

会場：翠鳥園横空き地(イズミヤ古市店横) 

売り物：古着、靴、かばん 
 前日に判断いたします。 雨天中止 

※当日の天候により、時間を変更する可能性がります。 

 

ふたかみ福祉会のホームページにも情報を掲載させていただきます。URL ｈｔｔｐｓ：kagayaku-inochi.com 

古着回収の受付は終了いたしました。ご協力ありがとうございました。 

お問い合わせ先：072-959-3221 ふたかみ福祉会事務所まで 

 

 久しぶりのはされん、フレスポにはびきの園、ハ

ピバールの中で参加しました。玉入れに大玉転が

し、ダンスを楽しみました。５年ぶりに羽曳野市の

事業所が集まって大いに盛り上がりました。（大伴） 

 

https://kagayaku-inochi.com/company/


② 2023年 11月 1日【No.399】ふたかみニュース【プチトマト】  

  

 

 

  

③ 2023年 11月 1日【No.399】ふたかみニュース【プチトマト】 

 

今
年
も
ホ
ー
ム
祭
り
の
季
節
が 

や
っ
て
き
ま
し
た
。 

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ス
イ
カ

割
り
と
魚
釣
り
で
す
。
魚
釣
り

は
、
み
ん
な
「
全
部
釣
っ
て
や
る

ぞ
」
と
何
度
も
挑
戦
し
て
い
ま
し

た
。
ス
イ
カ
割
り
は
、
特
に
女
性

陣
に
人
気
で
勢
い
よ
く
叩
き
、
「
楽

し
い
‼
」
や
「
ス
ト
レ
ス
発
散
や

‼
」
と
、
み
な
さ
ん
笑
顔
で
お
祭

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
（
吉
田
） 

  

木の板にアクリル絵の 

具で描いた作品です。 

「ファンタジーな世界」

をイメージしたようです。 

ゲームの世界に出てきそう

な、すごくキレイな作品で

すね！！ 
 

円を重ね合わせた、とてもキレイな作品ですね。 

色の世界に引きこまれそうです。 

画材は自前で、１枚の作品を描き上げるのに１ヶ月

～２ヶ月ほどかかるため、毎日アトリエ活動頑張って

います！ 

 

紙いっぱいに描かれた

目玉焼きが、すごくかわ

いい作品ですね。 

展示会でも、お客さんの

目が留まっていました。 

今回は佳作でしたが、

「来年は大賞をとりま

す！」と目標を掲げてい

ます。 

 
 

ハピバールに通所して、４年間。日々のアトリエ活動に取

り組まれています。 

今回の作品は、無数の線を縦横無尽に走り回っており、元

の青の紙が見えなくなるほど、何日もペンを変えながら描い

た作品です。「その時間の集積と面白さ、そしてエネルギーを

評価したい」というのが選考された理由でした。 

梅田のブリーゼブリーゼで数年ぶりに表彰式も行われまし

た。石田さんは初めての表彰式であり、すごくいい経験だっ

たと思います。２日間、作品の展示もして頂き、多くの人に

作品を見てもらえました。本当におめでとうございます。 

産経はばたけアート公募展２０２３ 

産経はばたけアート公募展で、なかまの作品が受賞しましたのでご紹介します！！ 
 

石田 陽喜さん 「無題」 
 

表彰式の様子です♪ 

岡脇 真琴さん 「幸せの木」 
 

新井 薫さん 「７、８色の世界」 
 

髙島 美優さん 「目玉焼き」 
 

 

井
上
重
蔵
氏
に
は
、 

当
法
人
の
理
事
長
を 

2012
年
３
月
か
ら

2016
年 

3
月
ま
で
勤
め
て
い 

た
だ
き
ま
し
た
。
井 

上
氏
に
は
、
共
同
作 

業
所
羽
曳
野
園
（
当 

法
人
の
設
立
母
体
）
が
設
立
前
の
羽
曳

野
に
認
可
作
業
所
を
作
る
会
の
時
代
か

ら
係
わ
っ
て
い
た
だ
き
当
法
人
の
設
立

に
大
き
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 井

上
氏
は
、
高
鷲
保
育
園
・
高
鷲
学

園
の
園
長
を
長
く
勤
め
ら
れ
、
ま
た
、

当
法
人
以
外
に
も
フ
レ
ン
ド
ハ
ウ
ス

（
社
福･

あ
っ
と
萌
夢
）
の
理
事
も
さ

れ
て
お
り
、
羽
曳
野
市
の
地
域
福
祉
に

も
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

9
月

23
日
に
高
鷲
学
園
・
高
鷲
保

育
園
、
フ
レ
ン
ド
ハ
ウ
ス
と
で
偲
ぶ
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
ご
遺
族

様
、

100
名
を
超
え
る
関
係
者
が
集
い
、

井
上
氏
を
偲
び
ま
し
た
。
井
上
重
蔵
先

生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

（
常
務
理
事 

石
本
悦
二
） 

 

 

９
月
９
日
・
１０
日
の
２
日
間
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
た
『

2023
年
度 

大
阪
障
害

者
セ
ン
タ
ー 

管
理
者
・
主
任
セ
ミ
ナ

ー
』
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
久

し
ぶ
り
に
対
面
で
の
研
修
も
行
わ
れ
、

会
場
に
は
３０
名
程
度
、
そ
し
て

W
E

B

参
加
で
は
１１９
名
程
度
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

１
日
目
は

N
P

O

法
人
福
祉
広
場
の

池
添
素
氏
、
佛
教
大
学
の
岡
崎
祐
司

氏
、
東
京
都
立
大
学
の
木
村
草
太
氏
に

よ
る
講
演
で
し
た
。 

 

１
日
目
の
講
演
の
中
で
強
く
印
象
と

し
て
残
っ
て
い
る
の
は
、
池
添
素
氏
の

「
豊
か
に
生
き
る
力 

～
発
達
保
障
は

無
限
の
可
能
性
を
引
き
出
す
～
」
で

す
。
「
発
達
」
と
い
う
視
点
か
ら
お
話
を

し
て
下
さ
り
、
日
々
の
私
自
身
の
実
践

の
振
り
返
り
を
し
な
が
ら
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
日
頃

私
た
ち
は
振
り
返
り
を
行
い
ま
す
。
「
で

き
て
い
た
こ
と
」
が
「
で
き
な
く
な

る
」
と
、
ど
う
し
て
？
と
立
ち
止
ま
り

ま
す
が
、
反
対
に
「
で
き
な
い
こ
と
」

が
「
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
場
合
の

振
り
返
り
は
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
「
う 

 

染
症
自
体
は
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
の

に
、
個
人
や
事
業
所
に
判
断
が
委
ね
ら

れ
、
自
己
責
任
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
己
責
任
が

当
た
り
前
で
は
な
く
、
国
民
の
生
命
や

健
康
・
暮
ら
し
を
守
る
責
任
と
役
割
が

国
や
自
治
体
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、

公
的
な
福
祉
制
度
の
再
構
築
に
向
け
た

共
同
の
運
動
へ
ど
う
繋
げ
て
い
く
の
か

が
大
き
な
課
題
に
な
る
と
改
め
て
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
本
来
な
ら
、
社
会
福
祉

は
「
公
共
性
を
持
っ
た
営
み
」
の
は
ず

で
す
が
、
ど
ん
ど
ん
商
品
化
さ
れ
て
い

る
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
市
場
化

と
闘
う
た
め
に
、
「
知
る
」
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
「
学

習
と
共
有
と
議
論
と
連
携
」
を
進
め
な

が
ら
支
援
す
る
方
を
「
知
る
」
と
い
う

こ
と
、
そ
し
て
支
援
者
と
し
て
の
自
分

を
「
知
る
」
こ
と
の
「
自
己
覚
知
」
を

深
め
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
池
添
素

氏
が
講
演
の
中
で
お
っ
し
ゃ
っ
た
、

色
々
な
形
で
多
様
に
生
き
る
「
し
な
や

か
に
生
き
る
」
こ
と
を
目
標
と
し
て
、

明
日
か
ら
も
実
践
に
向
き
合
う
力
を
も

ら
え
た
講
演
で
し
た
。
（
田
邊
と
） 

 

ま
く
い
っ
た
」
こ
と
の
中
に
ヒ
ン
ト
が

あ
る
と
の
こ
と
、
「
肯
定
的
に
見
る
こ

と
」
は
本
人
を
視
る
こ
と
に
繋
が
り
ま

す
。
そ
の
気
づ
き
を
共
有
し
て
い
く
こ

と
が
実
践
の
積
み
重
ね
に
繋
が
る
こ
と

を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。 

２
日
目
は
、
「
コ
ロ
ナ
禍
が
浮
き
彫
り

に
し
た
課
題 

～
総
合
社
会
福
祉
研
究

所
ネ
ッ
ト
調
査
か
ら
～
」
と
し
て
総
合

社
会
福
祉
研
究
所
の
石
倉
康
次
先
生
の

講
義
で
し
た
。
そ
し
て
大
阪
障
害
者
セ

ン
タ
ー
事
務
局
の
塩
見
洋
介
氏
の
進
行

で
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
事
業
所

対
応
と
政
府
へ
の
要
望
内
容
の
変
化
」

「
惨
事
ス
ト
レ
ス
と
支
援
者
ケ
ア
」
「
取

材
を
通
し
て
感
じ
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
応
の
課
題
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
受
け
て
、
「
感
染
症
５
類
へ

の
移
行
後
の
実
態
と
課
題
」
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
感
染
症
５
類
へ
移
行
し

た
こ
と
に
よ
り
、
「
行
政
が
様
々
な
要

請
・
関
与
を
し
て
い
く
仕
組
み
」
か

ら
、
「
個
人
の
選
択
を
尊
重
し
、
自
主
的

な
取
組
を
ベ
ー
ス
と
し
た
対
応
」
へ
と

変
更
に
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
自
体
は
何
も
変
わ 

今年も 

 楽しい思い出に 

  なりました☆ 


